
朱
子
の
孝
経
刊
設
に
就
い
て

井

Ns 

'子

孝
経
刊
誤
は
伎
の
宋
代
の
磁
館
米
子
が
米
山
川
の
湾
問
山
小
十
一
一
…
年
、
齢
冗
十
七
、
悲
州
…
…
一
一
志
伶
搬
を
点
作
し
て
m
似
た
民
の
作
で
あ
る
0

2

円
分
は
今
此
，

の
替
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
市
し
て
そ
れ
が
李
総
研
究
史
上
に
占
め
る
意
義
如
何
に
就
い
て
卑
見
を
述
べ
た
い
と
忠
ふ
。

孝
粧
の
閉
山
(
本
は
汎
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
大
別
し
て
今
文
古
文
の
こ
つ
と
せ
ら
れ
る
が
、
刊
一
訣
は
此
の
古
文
経
に
採
っ
て
ゐ
る
。
北
ハ
の
撚
‘

裁
は
「
仲
沼
間
対
い
よ
り
「
忠
不
及
宥
未
之
有
也
」
迄
を
絞
文
と
見
一
山
本
と
友
し
以
下
停
文
と
見
、
十
四
本
に
分
け
て
応
る
。
刊
一
淡
に
封
す
る
‘

朱
予
の
考
は
朱
子
持
制
問
、
朱
子
接
的
ル
野
氏
散
見
し
、
叉
刊
設
を
本
に
し
た
米
中
の
何
解
や
江
一
冗
詐
の
孝
経
大
人
十
一
中
の
刊
設
阪
本
式
に
依
り
そ
の
・

原
形
と
北
ハ
に
窺
知
出
来
る
が
、
そ
の
経
と
停
と
に
分
け
た
迎
出
は
接
的
に

4
a
'

経
口
ハ
前
回
一
段
限
延
ハ
官
子
関
於
孔
子
者
、
後
間
以
川
口
走
後
人
経
科
部
成

と
い
ひ
、
何
鮮
民
所
制
約
経
文
の
末
K
付
せ
ら
れ
た
誌
と
し
て
、

此
一
一
部
夫
子
八
智
子
問
答
之
官
、
前
八
明
日
氏
門
入
所
詑
也
、
疑
所
抑
制
孝
経
者
共
本
文
止
如
此
、
立
ハ
下
知
或
活
雑
引
伴
詑
以
務
総
文
、
乃
総
之
仰
也

と
引
く
も
の

K
之
を
率
一
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
殺
の
部
分
K
於
け
る
誤
と
し
て
「
子
市
」
を
二
、
書
の
引

m
一
、
一
日
引
肘
を
問
、
‘
凡
て
六
十
一
千

を
側
り
経
文
の
容
に
絞
せ
し
め
た
と
な
し
、
之
に
説
明
を
加
へ
て
、
経
の
首
め
に
孝
め
絡
始
を
統
治
し
、
中
ご
ろ
托
は
天
子
諸
伎
卿
大
土
〈
士
山
a

人
の
キ
を
陳
べ
、
末
K

-
自
天
子
巴
下
室
於
庶
入
、
孝
知
能
始
、
市
忠
不
及
者
未
之
有
也

と
結
ん
で
ゐ
る
。
宮
尾
相
舷
駄
絡
交
通
、
一
時
の
一
一
品
で
あ
る
と
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
後
人
が
妄
り
に
六
七
草
に
分
け
て
ゐ
る
の
は
問

遺
っ
て
ゐ
る
と
い
っ
て
ゐ
る
。
今
文
の
三
才
品
何
十
の
末
に
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此
一
部
部
品
繰
以
順
天
下
之
友
，
常
免
停
之
三
本
部
今
失
共
次
ム
犬
、

と
い
ひ
も
更
に
一
説
明
し
て
章
常
か
ら
「
民
地
之
議
」
ま
で
は
左
停
の
子
太
叔
が
越
徳
子
の
震

ι子
径
の
一
一
一
一
口
実
を
い
っ
た
も
の
を
唯
総
の
字
を
孝

の
や
に
後
へ
た
の
み
で
文
勢
を
見
る
と
明
ら
か
に
左
停
の
方
が
本
で
あ
る
と
芯
は
れ
る
。
叉
「
先
王
見
敬
之
可
以
化
氏
」
以
下
は
上
文
と
絞
か

な
い
し
内
経
か
ら
し
で
も
却
に
於
て
」
似
げ
る
も
の
が
る
り
芳
、
ペ
引
く
所
。
詩
も
合
せ
て
六
十
七
字
を
側
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
叉
今
文
孝
治
'

第
八
立
の
末
氏

此
一
筋
終
日
応
用
和
熊
上
下
無
怨
之
意
、
匁
体
之
凶
立

と
い
ひ
そ
の
一
一
一
一
向
ふ
と
と
は
存
い
が
経
文
の
正
設
で
は
な
い
。
経
は
孝
を
以
て
和
す
る
が
此
は
和
を
以
て
孝
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
似
し
此

ω

詩
の
引
用
は
甚
だ
し
い
失
敗
で
は
な
い
か
ら
そ
の
ま
為
に
し
て
置
く
と
い
ひ
、
以
下
袈
治
章
第
九
の
前
牛
「
北
ハ
所
間
荒
木
也
」
ま
で
を
体
の
五

章
と
し
、
考
は
徳
の
本
の
本
を
桜
一
い
た
も
の
と
な
し
、
そ
の
段
父
配
天
は
武
五
周
一
公
民
就
い
て
論
じ
た
の
で
、
悲
し
も
天
子
に
し
て
始
め
て
可

能
な
一
帯
を
一
般
に
強
ひ
る
一
帯
で
あ
る
と
し
た
・
な
ら
ば
、
民
の
毅
と
は
左
ら
ぬ
答
で
あ
る
。
叉
「
貌
生
之
膝
下
ー
一
以
下
は
意
味
親
切
去
る
も
上
文

i

と
絞
か
ぬ
も
の
が
あ
り
却
っ
て
下
誌
の
窓
と
相
近
い
。
危
に
今
文
の
方
で
協
下
と
令
し
一
軍
と
な
し
て
ゐ
る
。
だ
が
之
を
一
立
と
せ
ば
下
の

「
父
子
之
道
一
大
，
悦
也
、
君
民
之
義
也
」
が
章
一
複
す
る
出
し
て
ん
ワ
文
袈
治
小
平
後
宇
平
の
移
り
に

此
一
筋
線
数
之
所
尚
生
之
宏
、
体
之
ム
ハ
山
市
也

正
説
明
し
た
。
古
文
の
分
ー
で
は
「
子
放
日
不
愛
北
ハ
税
」
以
下
を
別
本
氏
立
て
;
ゆ
る
が
、
之
は
前
の
「
一
十
日
父
子
之
逃
天
性
」
の
「
子
m
M
L
一

に
以
脱
す
る
か
ら
今
文
の
「
故
」
と
の
み
い
ふ
に
勝
る
も
内
務
か
ら
見
て
立
の
切
れ
間
を
共
庭
に
泣
く
事
は
絞
り
で
あ
る
。
又
「
京
広
之
義
」

の
ド
に
断
簡
が
あ
る
ら
し
い
が
今
は
知
る
と
と
が
出
来
ぬ
。
作
撚
以
上
は
、
格
一
寸
前
で
あ
る
。
「
以
級
別
逆
」
以
下
は
左
停
の
季
文
子
北
宮
文
子

ρ

一
一
一
日
を
雑
へ
取
っ
た
も
の
で
上
文
と
相
版
じ
な
い
か
ら
以
下
九
十
二
字
を
鮒
去
す
る
と
い
っ
て
迎
治
不
に
訴
し
て
呉
市
な
関
心
を
見
せ
て
ゐ
る
。

伶
今
文
紀
孝
行
第
十
詳
の
後
に
は

此
一
節
制
伴
始
於
一
事
貌
及
不
放
殺
傷
之
意
、
乃
体
之
七
本
‘

亦
格
一
一
行
也
、
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と
い
引
い
事
一
九
溺
京
第
十
…
の
後
に
は

批
…
節
図
上
交
不
恭
之
…
判
事
…

ω繋
於
此
、
乃
都
八
辛
苦
務
格
一
一
一
一
口
也

と
い
ぴ
、
続
裏
道
章
第
十
二
の
後
に
は

此
一
節
糠
裂
選
之
意
、
設
叙
体
之
二
京

と
就
き
、
殺
し
艇
の
袈
遂
と
砂
し
く
意
味
が
遼
ふ
と
い
っ
て
ゐ
る
。
次
に
民
主
総
京
第
十
一
一
一
の
後
に
は

此
一
節
税
一
点
徳
以
照
一
大
下
之
窓
，
常
忽
侍
之
背
卒
、

と
い
び
五
徳
の
誇
立
は
や
は
り
経
と
少
し
呉
る
も
の
が
あ
る
と
迷
べ
、
今
文
肢
感
京
十
六
を
以
て
停
の
十
竿
「
仰
仰
天
子
之
来
亦
格
一
一
四
一
円
也
」
と
い

び
、
今
文
一
成
揚
名
章
第
十
践
を
停
の
十
一
章
「
務
立
身
抜
一
名
及
士
之
孝
」
と
な
し
，
吉
丈
閉
門
本
を
停
の
十
二
京
と
た
し

此
国
土
章
一
一
一
一
吋
務
幅
一
言
、
磁
父
4
4
也
警
絞
九
悌
也
、
妻
子
区
安
官
位

?とい
O
て
ゐ
る
。
今
文
競
争
率
第
十
冗
の
未
認
は

此
の
求
不
解
経
、
問
純
愛
一
義
、
立
魚
体
之
十
一
一
一
葉

'
と
い
ひ
今
文
事
訴
京
第
十
七
の
後
記
拭

此
…
邸
機
中
於
一
準
君
之
意
、
設
魚
体
之
九
本

と
い
っ
て
廷
に
説
明
を
加
へ

2

上
の
叫
す
訟
に
凶
っ
て
誤
っ
て
此
に
あ
る
の
で
あ
る
。
又
「
進
思
議
忠
，
退
怠
補
過
」
も
亦
友
停
の
士
貞
子
の
一
一
言
‘

葉
で
あ
る
が
文
却
に
持
が
な
い
し
引
用
の
詩
も
孝
を
移
し
て
計
記
事
へ
る
の
'
ぜ
ん
を
笈
閉
す
る
か
ら
之
を
存
す
る
。
と
一
一
一
一
日
び
最
後
の
一
世
税
本
の
彩

に
体
之
十
関
本
‘
亦
不
解
w
紙
、
間
別
後
一
義
守
北
ハ
諾
・
克
精
妙
也

と
い
っ
て
み
る
。
そ
し
て
之
に
践
を
附
し
で

議
鶴
見
衡
一
山
扮
侍
部
論
叩
阿
波
‘
続
孝
終
引
詩
非
経
本
文
、
後
…
一
蹴
之
毎
一
脅
北
ハ
一
一
一
一
口
之
有
味
、
旦
又
受
兆
所
一
吋
疑
者
不
抗
此
也
》
内
以
俳
一
一
向
台
沙
跨
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税
丈
可
久
、
程
ル
令
書
日
‘
同
制
見
王
山
川
端
明
亦
以
此
時
一
一
向
多
出
後
人
保
一
命
日
、
乃
知
前
章
一
波
書
精
森
北
ハ
論
問
巴
及
此
、

m
w一
一
尚
一
巡
遊
之
非
亦
昨

乎
本
免
宍
J
m
w
悉
数
所
疑
問
記
二
公
之
一
一
一
一
印
、
以
努
寅
一
可
、

(
一
本
に
は
可
幸
免
突
の
下
、
問
削
欲
援
取
他
叩
一
一
向
之
一
一
一
一
川
可
後
此
経
之
旨
4
4
別
骨
対
外
体
一
腕
米
放
耳
一
時
照
丙
午
八
月
十
二
日
記
と
あ
る
)

と
な
し
此
叫
一
一
日
を
書
く

ι至
っ
た
動
機
を
述
べ
て
ゐ
る
。

然
し
友
が
ら
右
の
桜
丘
築
は
説
て
た
が
合
考
ふ
べ
き
幾
多
の
問
題
の
あ
る
と
と
を
芯
ひ
続
々
に
改
粧
の
泉
拾
を
去
は
さ
や
そ
の
生
前
に
於
て

は
之
を
上
梓
し
て
世
に
問
う
た
も
の
で
無
か
っ
た
ら
し
い
。
部
ち
現
に
我
々
の
見
又
は
常
識
的
に
考
へ
る
孝
経
刊
一
誤
な
る
も
の
が
古
文
今
文
の

仰
れ
と
も
兵
る
一
異
本
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
一
切
の
立
名
を
除
き
経
と
体
と
を
一
弘
山
し
、
古
文
経
よ
り
二
百
三
十
字
を
側
去
し
た
而
も
伴
の
部

分
で
は
従
来
の
今
古
文
と
一
本
何
の
排
列
を
呉
に
し
た
一
本
で
あ
る
が
、
刊
挟
の
原
形
員
同
国
は
古
文
孝
経
を
a

氏
本
と
し
、
之
氏
米
子
自
ら
の
考
‘

究
試
案
を
記
入
し
た
も
の
に
過
ぎ
広
か
っ
た
と
想
祭
さ
れ
る
、
そ
の
五
十
七
歳
の
時
刊
一
誤
を
叫
一
一
日
き
駿
一
冗
六
年
七
十
一
歳
で
奴
す
る
ま
で
十
五
ヶ

年
も
間
が
あ
る
の
だ
が
、
夜
後
川
県
の
子
か
ら
鋭
了
翁
に
原
稿
が
没
一
ら
れ
、
残
了
A
M
の
乎
に
よ
っ
て
梓
に
上
せ
ら
れ
た
と
一
一
一
一
n
ふ
事
官
や
、
刊
一
政
の

践
に
改
絞
の
罪
を
恐
れ
他
需
の
一
一
一
一
口
の
此
経
の
旨
を
渡
す
べ
き
も
の
を
編
ん
で
外
体
と
広
さ
う
と
忠
ふ
が
、
未
だ
来
さ
J
Y
に
知
る
と
い
う
て
ゐ
る

と
と
か
ら
未
定
稿
で
あ
る
と
と
は
容
ら
に
考
へ
ら
れ
る
と
と
で
、
之
に
就
い
て
は
既
に
山
本
北
山
も
終
装
掠
訟
に
詳
約
に
一
就
明
し
て
ゐ
る
。
そ

の
妥
結
を
MmM
ふ
と

一
‘
紋
文
に
初
、
校
二
氏
に
託
し
て
改
粧
の
事
を
法
法
深
く
迷
べ
て
ゐ
る
と
と

二
、
外
停
の
作
が
未
だ
出
来
ぬ
と
去
っ
て
ゐ
る
と
と

三
、
大
脇
小
中
成
立
仰
は
時
々
改
訂
を
加
へ
漸
く
心
に
惚
ふ
に
至
っ
て
序
を
常
一
向
い
た
も
の
に
見
れ
ば
刊
山
政
に
序
の
無
い
一
串
は
未
定
和
で
あ
る
と
と
，

の
傍
設
と
た
る

閥
、
刊
訣
を
作
っ
た
努
年
小
墜
の
編
纂
に
際
し
、
そ
の
中
に
「
孔
子
日
」
と
し
て
孝
絞
の
所
制
約
経
を
引
く
も
の
一
、
停
を
引
く
も
の
三
ベ
ネ
絞

日
」
と
も
「
弘
子
同
」
と
も
い
は
や
に
所
謂
体
文
よ
り
引
く
も
の
二
、
之
に
よ
っ
て
孝
経
に
お
す
る
疑
の
程
度
が
祭
せ
ら
れ
る
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と
い
ふ
絞
の
事
ど
も
で
あ
る
。
、
此
等
か
ら
し
て
以
上
の
所
設
が
淑
山
づ
け
ら
れ
る
や
う
に
忠
ふ
。

以
上
刊
設
が
ど
ん
な
も
の
で
争
っ
た
か
を
略
説
し
た
の
で
あ
る
が
、
米
子

2H身
も
潟
込
出
来
な
か
っ
た
も
の
丈
に
か
な
り
批
判
の
絵
地
は
あ

る
や
う
に
忠
ふ
。
今
之
を
左
の
諸
紡
か
ら
眺
め
て
之
氏
批
判
を
加
へ
て
見
た
い
。

一
、
氏
本
と
し
て
古
文
絞
を
と
っ
た
態
度
花
。
い
て
。

米
子
が
何
故
古
文
を
と
っ
た
か
と
い
ふ
と
と
に
就
い
て
は
少
し
く
そ
の
前
代
か
ら
の
字
経
研
究
の
足
跡
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
，

が
、
直
接
に
は
ど
う
し
て
も
宋
の
仁
〈
一
お
の
時
に
司
馬
掛
川
公
が
孝
経
指
鮮
を
作
り
~
長
鮎
年
間
に
秘
閣
に
献
と
て
ゐ
る
が
此
の
指
鮮
が
古
文
艇
を

と
っ
た
事
か
ら
影
響
さ
れ
て
ゐ
る
と
忠
ふ
。
指
解
の
序
に
、
先
儒
は
持
孔
氏
が
泰
一
禁
を
挫
け
て
誌
を
慰
一
蹴
し
た
と
一
五
ふ
け
れ
ど
も
自
分
は
さ
う

で
な
い
と
芯
ふ
。
奈
の
頃
ま
で
に
は
古
文
科
斗
の
文
字
と
い
ふ
も
の
は
'
叫
に
何
十

4
亡
く
な
っ
て
尽
た
の
で
あ
る
。
又
い
倍
以
笠
間
の
令
は
始
皇
の
三
十

四
年
に
下
さ
れ
た
も
の
で
、
淡
の
興
る
前
僅
か
に
七
年
で
あ
る
。
だ
か
ら
孔
氏
の
子
孫
が
皆
佼
械
の
と
と
を
知
ら
・
叶
広
か
っ
た
、
そ
し
て
魯
の
共

…
士
一
が
宅
を
践
し
た
の
で
始
め
て
出
て
来
た
な
ど
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
科
斗
の
警
が
出
て
来
た
か
ら
に
は
灼
め
て
砂
一
蹴
し
た
‘

の
は
‘
ゃ
う
っ
と
以
前
孔
子
を
短
る
迷
く
な
い
時
代
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
勝
三
件
授
の
今
文
経
よ
り
は
原
形
に
近
い
も
の
と
見
る

べ
き
で
あ
る
。
民
つ
一
所
に
山
内
た
十
日
文
命
警
は
皆
信
宇
る
の
に
来
粧
を
信
じ
な
い
と
い
ふ
の
も
愛
左
迎
滞
で
あ
る
。
古
文
孝
経
の
方
の
正
し
い

と
と
は
疑
を
容
れ
な
い
と
い
ふ
意
味
の
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。

元
来
人
出
I

古
文
の
問
題
は
貯
の
玄
山
内
部
の
間
一
五
七
年
三
月
判
命
に
よ
り
多
く
の
儒
者
が
こ
う
に
八
刀
れ
て
そ
の
是
非
を
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
結

局
執
れ
を
可
と
も
決
定
さ
れ
や
に
了
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
堂
内
が
毅
化
の
上
民
意
大
在
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
所
か
ら
そ
の
後
一
一
一
年
を
経
て

間
一
五
十
年
六
月
玄
(
一
宮
市
帝
自
ら
之
に
注
し
て
天
下
一
般
市
一
び
民
間
開
子
壌
に
頒
布
し
、
天
変
二
年
五
月
に
去
り
玄
ね
て
注
を
作
り
前
注
を
改
め
た
。

之
が
間
四
年
九
月
に
お

K
刻
ま
れ
所
制
約
石
喜
一
孝
経
と
い
ふ
一
定
本
と
友
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
玄
山
部
の
擦
っ
た
の
は
今
文
経
で
あ
っ
て
元
行
沖
に

疏
を
作
ら
し
め
た
が
従
来
の
郷
‘
孔
二
家
を
始
め
諸
一
訟
の
異
色
あ
る
も
の
は
此
の
疏
の
中
に
と
ら
れ
、
溺
後
御
注
孝
経
が
濁
り
行
は
れ
る
絞
に
な

っ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
し
て
之
が
宋
代
に
な
っ
て
底
冷
一
小
の
成
千
二
年
に
部
長
が
勅
命
に
よ
っ
て
王
義
を
作
っ
た
際
、
一
冗
行
沖
の
も
の
が
殆
ん
ど
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そ
の
ま
為
絞
ら
れ
て
邪
問
内
そ
の
人
の
玄
関
凡
と
み
{
く
限
別
出
来
ま
い
稜
に
怠
っ
て
ゐ
る
の
が
現
在
の
十
三
経
一
日
続
出
?
の
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ

玄
宗
御
法
部
長
の
疏
の
究
成
は
従
来
の
孝
核
研
究
の
集
大
成
で
立
沃
な
定
本
が
山
内
来
た
わ
け
で
あ
っ
た
が
、
ヰ
磁
と
の
徐
に
従
来
の
諸
家
ぺ
氏
本

が
綾
絡
す
る
と
い
ふ
と
と
に
も
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

孝
経
指
解
試
前
越
の
裁
な
考
4pvF
以
で
此
の
桜
丘
一
保
史
の
下
に
笠
れ
山
山
た
も
の
で
、
指
鮮
の
序
に
あ
る
様
に
常
時
の
秘
践
に
は
郷
民
性
本
と
明

白
川
御
続
本
主
主
磁
が
滅
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
吉
文
は
経
の
み
で
役
が
」
な
か
っ
た
の
で
殆
ん
ど
今
文
の
訟
で
あ
る
御
設
を
採

9
m
k
詩
己

の
窓
問
却
を
加
へ
て
注
を
作
り
秘
隠
花
献
と
た
わ
け
で
あ
る
。
朱
子
が
此
の
指
鮮
の
訟
を
と
っ
て
古
文
を
一
成
本
と
し
穴
と
と
は
央
授
の
門
人
張
泊

が
郎
の
校
定
孝
絞
の
践
を
寄
い
て
ゐ
る
が
そ
の
中
氏
郊
の
一
一
一
戸
口
と
し
て

司
弘
樹
公
有
古
文
孝
総
指
解
‘
査
滋
公
費
変
哲
一
…
淳
、
於
孝
経
、
今
文
偽
足
篤
信
‘
川
担
問
古
文
み
ん
可
留
守
也
、
部
不
疑
後
出
之
係
、
朱
子
識
見

雨
明
、
孝
談
山
川
於
撲
初
者
向
立
致
凝
.
期
呉
市
於
阪
設
者
初
見
深
耕
也
、
部
刊
一
誤
姑
擦
混
公
所
注
之
本
ぷ
弁
以
古
文
優
於
今
文
部
承
別
之
認

と
引
い
て
ゐ
る
。
之
は
央
僚
が
米
子
の
古
文
粧
を
と
っ
た
と
と
托
鈎
し
て
嫌
ち
ざ
る
も
の
が
あ
る
怒
の
品
開
設
で
は
な
い
採
で
、
た
J

欝
ら
く
撮

公
り
本
を
と
っ
た
と
い
ふ
の
が
奨
按
で
あ
ら
う
と
忍
ふ
。
と
い
ふ
の
は
朱
子
の
問
問
題
と
す
る
所
は
、
今
古
文
の
問
題
を
離
れ
て
孝
経
そ
の
も
の

が
果
し
て
信
ぜ
ち
る
べ
き
か
否
か
と
い
ふ
率
一
く
臭
っ
た
所

K
H艇
を
緩
い
た
の
で
あ
る
か
ら
，
い
は
ご
今
文
経
に
・
泣
い
も
の
も
吉
文
托
は
有
る

か
ら
と
い
ふ
単
純
な
理
由
で
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
友
い
。
朱
子
誇
類
の
葉
袈
孫
詑
花

古
文
孝
総
有
不
似
今
文
脱
者
如
父
母
生
之
絞
楽
大
…
議
、
叉
著
一
例
子
践
的
ナ
、
方
設
不
愛
北
ハ
競
市
愛
他
人
者
誤
之
惇
徳
、
此
本
M
M
一
段
以
子

円
分
第
二
，
恐
不
是

と
あ
っ
て
今
文
を
総
へ
て
ゐ
る
事
た
ど
か
ら
見
れ
ば
必
宇
し
も
古
文
で
た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
と
い
ふ
態
度
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
式
震
の
日
抄
a

に
古
今
文
抵
を
介
け
て
争
ふ
と
と
の
設
を
笑
づ
て
ゐ
る
態
度
と
米
子
φ
古
文
を
と
っ
た
態
度
と
は
通
ふ
も
の
が
あ
る
と
氾
ふ
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
ど
う
し
て
も
此
の
態
度
は
第
十
問
。
世
界
に
於
て
は
不
徹
底
の
非
難
を
発
れ
な
い
。
一
克
に
十
点
っ
て
央
援
が
孝
殺
の
定
本
一
容
を
作
ら

わ
い
ば
訟
か
っ
た
純
白
一
は
そ
と
に
あ
る
と
忠
ふ
ρ

そ
り
替
の
務
続
托
そ
の
窓
鼠
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が



夫
子
選
…
叩
一
門
散
大
事
論
一
山
川
中
庸
小
川
子
所
迷
醇
部
不
雑
、
此
外
、
体
詑
諸
寄
所
載
民
協
混
浴
仏
州
灘
謙
信
、
者
総
亦
共
…
也

と
い
び
朱
子
の
嫁
っ
た
古
文
は
階
の
川
知
絃
の
得
た
係
艇
で
あ
れ
ソ
邪
疏
を
九
て
も
北
ハ
の
一
惑
は
容
で
あ
る
。
同
し
て
そ
れ
か
と
い
っ
て
今
文
も
亦
信

が
泣
け
ぬ
。
故
に
自
分
は
疑
を
去
h
y
信
を
と
る
と
い
ふ
立
場
で
特
K
刊
殺
に
凶
っ
て
今
文
古
文
の
同
兵
を
校
訂
し
此
の
本
を
定
め
後
の
治
子
主

侠
っ
と
給
ん
で
ゐ
る
。

つ
ま
り
米
子
の
古
文
を
と
っ
た
態
度
に
つ
い
て
は
共
事
被
の
校
定
方
今
文
孝
経
定
本
の
出
現
が
立
派
左
批
判
に
な
っ
て
ゐ
る
と
思
ふ
の
で

b

る。
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二
、
外
悼
の
製
作
の
な
か
っ
た
と
と
に
就
い
て

米
子
・
自
身
で
も
庁
一
体
に
の
み
よ
っ
て
孝
絞
を
疑
ふ
と
と
の
不
安
を
感
じ
た
か
ら
.
肢
ぐ
諸
警
の
孝
艇
の
内
容
と
、
或
は
そ
の
形
式
と
‘
ね
渉

る
も
の
を
究
め
獄
図
不
動
。
棋
一
般
の
下
児
学
経
を
批
判
叫
し
解
剖
し
た
い
と
い
ふ
と
と
は
、
十
分
気
が
付
い
て
ゐ
た
の
で
、
前
払
の
や
う
に
刊
誌

書
後
に
明
瞭
に
之
を
述
べ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
米
子
の
来
し
得
な
か
っ
た
所
謂
外
俸
は
そ
の
高
弟
で
あ
り
そ
の
女
婿
で
も
あ
る
資
斡
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
と
い
は
れ
る
。
加
ち
寅
斡

は
詩
書
北
ハ
の
他
孝
を
一
一
一
回
ふ
も
の
を
集
め
て
二
十
四
篇
と
注
し
名
づ
け
て
「
孝
経
本
旨
」
と
な
し
た
と
あ
る
が
自
分
は
未
だ
見
て
ゐ
な
い
。
一
史
に
此

種
の
も
の
は
明
代
に
た
っ
て
朱
鴻
の
四
養
孝
語
、
五
経
孝
語
、
農
淳
照
の
孝
経
築
媛
、
黄
道
府
の
孝
経
集
体
な
ど
で
、
集
俸
は
主
と
し
て
挫
誌
に
よ

っ
て
考
へ
て
ゐ
る
。
清
朝
の
了
間
安
の
孝
経
徴
文
も
同
様
の
意
味
を
持
っ
た
も
の
で
孝
経
の
基
礎
研
究
の
一
分
野
を
開
拓
し
ヱ
ゐ
る
も
の
で
あ
る

Q

三

、

経

俸

を

分

け

た

と

と

に

就

い

て

、

成
禄
米
子
の
立
て
た
綬
の
文
の
首
廷
は
椋
態
じ
て
一
人
一
時
の
作
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
三
才
章
以
下
を
以
て
皆
俸
と
し
な
け

れ

ば

な

ら

ぬ

現

由

は

偽

薄

弱

で

あ

る

。

.

初
安
や
任
感
民
民
暗
示
を
受
け
左
俸
を
以
て
孝
経
を
疑
っ
て
来
た
が
、
そ
し
て
挑
際
恒
の
古
今
偽
書
考
悲
ど
で
は
史
に
此
の
論
を
進
め
て
友

俸
は
漠
代
に
な
っ
て
設
に
山
内
た
か
ら
孝
一
経
は
ぎ
う
し
て
も
渓
代
の
儀
作
で
怠
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
っ
て
ゐ
る
。
か
く
左
俸
を
立
て
二
本
経
を
抹
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ち
ぬ
…
即
時
比
一
…
燃
の
拠
出
は
認
め
る
の
だ
あ
る
が
も
出
制
分
は
清
川
仰
の
筒
朝
売
の
者
絞
集
一
一
底
流
↑
統
広
い
か
如
く
、
孝
経
以
前
ブ
左
位
以
前
の
訟
を
二

者
必
要
に
熔
じ
て
引
い
た
と
見
る
州
出
も
あ
る
と
忠
ふ
も
の
で
あ
る
。
九
奪
回
ち

或
河
、
十
一
泊
今
文
李
総
、
，
始
後
人
匁
之
、
同
製
左
停
者
数
、
非
川
げ
τ
夜
祭
官
明
九
五
論
、
川
引
制
的
文
侠
ギ
桜
山
件
目
、
大
事
才
山
中
堅
、
明
主
之
位
也

夫
説
文
侯
非
向
子
亥
者
乎
，
口
向
氏
お
秋
祭
微
第
引
孝
縦
諸
侯
章
、
別
宏
一
案
宮
川
中
一
向
也
、
北
(
有
興
作
一
体
何
者
、
別
迷
古
之
公
司
一
一
一
日
、
出
非
袋
也
，

致
命
一
か
川
容
疑
問
川
怜
ヲ
ク
一
苛
に
蒋
だ
専
が
可
也
事

K
A
7
U
3
-
H
E
-
-
/
1

・lzt
4
i
J
-
a
'
i
j
A引
1
4
J
て
d
A
1
5
E
ノ〆

f
i

と
い
っ
て
お
る
の
を
考
ヘ
た
い
o'
浮
総
会
部
が
孔
子
の
一
一
一
向
で
土
砂
る
ぺ
と
い
ふ
こ
と
は
断
定
4

出
来
ぬ
し
、
文
の
一
作
潤
に
於
て
論
説
な
ど
の
趣
が
な
い

し
J
作
者
を
考
九
て
は
ど
う
ネ
て
も
孔
子
で
も
れ
智
子
で
も
な
い
と
者
へ
ら
れ
る
か
ら
‘
孔
子
の
一
一
一
一
口
と
い
う
て
孝
経
に
引
用
し
た
も
の
も
編
纂
者

が
聞
き
一
読
め
て
一
ゐ
る
も

ρ
も
あ
ら
う
し
，

W

針
策
強
人
の
一
一
一
一
別
で
あ
る
の
に
孔
子
の
一
一
一
一
向
だ
と
山
抗
体
さ
れ
た
も
の
も
あ
ら
う
し
，
且
つ
又
現
代
我
々
の

見
る
孝
総
が
滋
1
際
綴
の
係
突
を
辿
っ
て
漸
く
今
日
rh.五
つ
て
ゐ
る
所
を
以
て
見
る
も
体
承
の
問
rh
鈴
簡
が
生
じ
、
他
よ
り
の
雑
入
が
泣
か
ハ

J

B

た
と
は
ど
う
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
文
が
涼
然
と
し
て
討
な
い
と
と
は
認
め
怠
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
り
と
て
一
部
分
の
み
が
他
芯
と
在
桜

花
関
係
が
丘
い
か
ら
孔
子
曾
子
氏
泣
絵
、
関
係
あ
る
の
は
そ
と
丈
だ
と
い
ふ
と
と
は
ど
う
か
と
忠
ふ
。
一

米
子
の
所
前
都
文
中
の
五
つ
の
階
級
に
よ
っ
て
崇
を
一
政
い
た
部
分
な
ど
は
一
役
践
道
徳
と
し
て
殆
ん
ど
無
意
味
で
、
そ
の
訟
き
方
も
各
階
級
の

盤
仰
の
あ
る
程
に
適
切
た
雪
渓
で
孝
の
仕
方
に
山
淀
川
仰
を
つ
け
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
い
は
ご
本
来
階
級
に
よ
っ
て
山
花
別
の
な
い
孝
の
や
り
方
に
強
び

て
発
加
を
つ
け
て
見
た
と
い
ふ
感
じ
の
す
る
文
で

b
る
と
と
は
い
叫
に
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
(
待
問
博
士
の
儒
殺
の
一
貫
践
道
徳
な
る
論
文

に
於
て
)
又
鮮
の
川
?
で
も
・
休
し
て
縦
ょ
に
山
内
ボ
な
い
本

ω
b
る
と
と
は
朱

r

ナ
自
身
で
も
よ
く
知
悉
し
て
ゐ
た
の
で

b
る
。
一
平
る
自
分
は
米
子
の

経
と
立
て
た
も
の
は
洋
文
で
停
と
H
ん
た
も
の
を
本
論
と
考
へ
た
い
と
忠
ふ
も
の
で
'
あ
る
。
部
ち
孝
経
全
文
は
そ
の
内
科
上
序
論
と
本
総
の
こ
つ

に
限
分
せ
ら
れ
，
本
論
の
方
は
実
に
今
文
粧
の
立
名
に
従
へ
ば
一
ニ
才
小
平
第
七
、
孝
治
立
第
八
、
泊
中
一
治
学
第
九
を
一
一
以
と
し
泣
治
章
を
中
心
に
し

た
孝
の
瑚
論
と
そ
の
怒
川
た
る
孝
治
へ
の
連
絡
を
考
へ
た
も
の

J

紀
孝
行
不
第
十
以
下
は
常
の
場
合
，
畿
の
場
合
に
九
百
っ
て
従
際
の
孝
の
事
寅

を
就
い
た
も
の
で
紀
孝
行
不
が
そ
の
中
心
配
中
な
す
も
の
だ
と
山
中
ふ
の
で
あ
る
。
今
者
の
川
口
論
を
一
位
い
た
前
一
二
本
に
就
い
て
汚
ヘ
る
と
三
才
一
本
。
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コ
一
久
ー
孝
夫
之
総
也
、
地
之
義
也
‘
日
バ
之
行
也
」
と
か
「
光
一
土
問
凡
敬
之
可
以
化
対
也
一
五
々
」
と
か
一
氏
ふ
の
は
孝
は
一
大
地
の
道
で
あ
り
、
従
っ
て
又
人

間
の
遂
で
も
あ
る
と
と
を
述
べ
、
先
世
の
明
一
一
土
は
人
以
ん
に
お
し
て
殺
化
の
可
能
を
訟
め
、
此
の
天
地
の
道
に
従
ひ
い
川
…
明
。
な
い
攻
を
符
っ
た
か

ら
A

そ
の
殺
が
潟
な
ら
や
と
も
成
り
、
政
令
は
般
訟
ら
や
し
て
治
…
ゃ
を
致
し
た
わ
け
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
る
っ
て
、
克
に
之
を
王
諸
供
卿
大
中
十
八

12
山
人
の
各
階
級
に
や
附
て
米
々
の
身
分
に
熔
じ
た
孝
治
を
総
説
し
た
の
が
孝
治
…
山
本
第
八
で
あ
る

l
mも
此
の
二
京
は
ネ
論
の
紘
一
訟
で
あ
る
が
、

一
歩
論
旨
を
逃
め
で
詳
論
し
た
の
が
袈
治
章
第
九
で
あ
る
。
此
本
で
は
前
に
先
王
が
五
徳
一
裂
選
を
以
て
天
下
を
服
に
し
民
を
和
仰
せ
し
め
土
下

陀
終
な
か
ら
し
め
た
と
序
に
あ
る
が
、
そ
の
軍
一
徳
は
徳
の
本
で
あ
り
、
教
の
淑
で
も
あ
る
。
之
を
鰐
し
之
を
従
現
し
て
行
く
所
に
治
祉
の
一
安
道

が
あ
る
。
此
の
五
徳
は
孝
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
之
は
夫
総
地
義
氏
行
、
部
ち
自
然
の
遂
に
令
し
た
人
間
の
行
で
あ
る
o

-

a

h

何
故
本
を
人
間
の
自
然
だ
と
い
ふ
の
か
と
い
へ
ば
‘
先
づ
本
心
の
後
生
の
事
情
を
見
る
と
幼
抜
の
時
か
ら
何
人
に
も
ま
し
て
府
抑
制
の
側
に
在

っ
て
片
時
も
之
を
離
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
親
し
み
の
情
愛
が
散
に
も
勝
っ
て
深
い
。
市
も
そ
の
養
育
の
下
に
成
人
し
て
行
く
日
々
の
後
遠
の
滋

町
釈
が
最
も
泣
い
父
却
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
い
ふ
事
は
自
然
先
迭
と
し
て
の
父
母
、
規
範
と
し
て
の
父
母
を
感
，
千
る
わ
け
で
あ
る
。
正
常
な
税

予
の
関
係
の
中
か
ら
予
の
税
に
封
ず
る
愛
と
敬
と
が
生
れ
る
と
と
は
自
然
な
と
と
で
何
等
の
不
思
議
も
な
い
。
自
然
山
介
の
事
象
が
ん
川
…
忽
に
し
て

行
は
れ
る
と
一
般
で
あ
る
。
之
が
忠
一
一
治
学
の
「
鋭
生
之
膝
下
、
以
養
父
母
、
日
欧
」
の
意
味
で
あ
る
と
忠
ふ
。
更
に
之
を
後
生
的
、
事
質
的
に

で
は
な
く
迎
論
的
に
「
父
子
之
道
天
性
也
」
と
い
ふ
と
と
は
ど
う
し
て
去
は
れ
る
か
と
云
ふ
に
「
父
母
生
之
総
英
大
一
方
」
で
あ
る
。
此
一
訟
は
前

の
一
訟
と
北
ハ
に
渓
世
田
語
文
芯
に
引
か
れ
て
「
諸
家
試
不
安
庭
」
と
い
は
れ
古
来
問
題
の
一
詩
句
で
あ
る
。
自
分
。
考
を
以
て
す
れ
ば
肉
路
上
の
籾
子

の
一
巡
絞
、
邸
ち
秘
孫
一
酬
憾
の
考
へ
方
は
引
い
て
殺
の
遺
殺
を
行
ふ
と
い
ふ
考
を
必
然
喚
び
起
し
、
拾
に
厳
粛
た
規
制
と
し
て
我
々
の
日
常
生
活

が
律
せ
ら
れ
て
行
く
力
を
生
む
も
の
だ
と
考
ヘ
ら
れ
る
。
我
が
身
は
、
我
が
心
は
、
我
が
行
は
、
凡
て
親
の
浅
さ
れ
た
も
の
メ
親
と
北
ハ
に
常
に

在
る
も
の
、
叉
従
っ
て
我
が
子
の
も
の
で
も
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
特
に
人
間
の
凡
て
の
行
震
が
「
孝
行
」
に
な
る
と
い
ふ
と
と
を
自
分
は
考
へ
た

い
の
で
あ
る
。
部
ち
「
身
勝
髪
謄
受
之
父
母
不
敢
殺
傷
孝
之
始
也
立
身
行
選
抜
名
於
後
世
以
頴
父
母
孝
之
杉
也
」
と
い
っ
た
意
味
は
此
に
於
て

は
簡
単
左
諮
勾
な
が
ら
意
味
深
く
設
か
れ
て
ゐ
る
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。
之
に
絞
け
て
「
設
親
臨
之
)
厚
英
軍
一
品
川
ご
と
あ
る
が
殺
に
釘
す
る
…
尊
敬
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の
念
は
以
上
の
や
う
攻
後
生
過
程
を
述
。
た
も
の
で
あ
る
か
ら
愛
の
中
広
敬
が
あ
り
敬
の
中
作
愛
が

b
り
敬
愛
の
慌
に
於
て
と
れ
以
上
り
篤
い

も
の
が
丘
い
と
い
ふ
意
味
だ
ら
う
と
忠
ふ
。

孝
が
右
の
絞
に
・
自
然
の
様
で
あ
り
、
自
然
に
行
は
れ
る
左
ら
ば
孝
を
一
訟
く
必
要
注
く
し
て
孝
治
が
得
ら
れ
る
と
注
ぐ
に
そ
の
茶
出
が
考
へ
ら

れ
ね
ば
丘
ら
ぬ
が
，
之
に
就
い
て
は
孝
経
で
は
設
か
れ
て
底
ら
ぬ
。
口
ハ
正
常
の
場
合
の
孝
の
禁
生
過
程
と
孝
の
理
論
を
一
説
明
し
て
ゐ
る
丈
で

b

る
。
設
子
離
〉
鳴
に
世
俗
の
「
所
制
約
不
家
者
五
」
と
い
っ
て
頗
る
一
貫
情
に
卸
し
た
不
孝
の
自
を
傘
げ
て
ゐ
る
が
、
一
十
晶
子
に
は
父
母
の
遺
践
を
行
ふ

と
い
ふ
考
へ
は
無
か
っ
た
ら
し
く
た
J

第
凶
の
尽
に
「
従
耳
目
之
欲
、
以
潟
父
母
毅
、
四
不
孝
也
」
に
幾
分
之
と
通
宇
る
も
の
を
見
る
の
で
あ

る
‘
が
そ
れ
も
前
後
の
文
か
ら
よ
く
考
へ
て
見
る
と
さ
う
で
な
い
ら
し
い
、
有
の
様
友
孝
の
考
へ
は
曾
子
瀦
特
の
思
想
ら
し
く
、
孔
子
の
一
一
一
一
口
行

に
も
そ
の
他
の
諸
弟
子
の
す
行
に
も
は
っ
き
り
見
え
て
ゐ
訟
い
。
叱

論
語
に
川
智
子
の
臨
絡
の
時
民
警
が
予
を
啓
け
五
悶
が
足
を
務
け
と
い
っ
た
と
と
や
も
総
記
祭
義
に
ハ
智
子
の
誌
と
し
て

身
也
者
父
母
之
迭
問
位
、
行
父
母
之
遺
鰭
‘
敢
不
敬
乎
一
広
々

と
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
川
山
惣
の
直
接
の
後
権
者
は
ハ
智
子
の
弟
子
で
は
柴
正
子
一
帯
で
あ
っ
て
品
氏
一
本
私
孝
行
路
に
そ
の
え
を
働
け
て
議

色
あ
り
集
ま
広
か
っ
た
と
い
は
れ
る
設
誌
は
そ
れ
を
物
詩
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
考
へ
は
後
人
に
よ
っ
て

b
ま
り
張
反
さ
れ
る
と
と
な

く
諸
家
の
訟
に
も
之
を
叢
秘
し
た
も
の
は
対
ん
ど
見
詰
ら
な
い
。
自
分
は
此
の
純
白
か
ら
、
孝
経
の
此
の
川
心
惣
に
渚
目
し
て
孝
経
の
編
者
と
し

て
梁
王
子
蒋
を
擬
し
得
る
一
殺
と
考
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
兎
も
角
孝
艇
は
朱
子
が
幾
ら
連
絡
を
つ
け
よ
う
と
し
て
も
経
文
の
何
れ
と
も
惑
絡
の

つ
か
な
か
ク
た
関
内
線
争
の
京
の
如
き
絞
停
相
続
は
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
り
し
て
経
停
を
明
か
に
別
け
る
と
と
の
処
理
が
感
ぜ
ら
れ
且
つ
内
容
よ

か
ら
全
文
の
問
に
首
尾
一
覧
し
た
も
の
が
あ
っ
て
正
に
全
文
一
一
総
と
見
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

以
上
刊
挟
そ
の
も
の
は
米
交
秘
で
あ
台
、
従
っ
て
批
判
の
徐
地
も
多
分
に
存
す
る
と
と
を
述
べ
た
が
事
正
義
の
成
立
に
よ
っ
て
一
光
づ
定
本

の
大
成
さ
れ
た
孝
縦
の
研
究
と
し
て
は
‘
全
然
従
来
と
そ
の
日
絞
殺
一
殺
を
異
に
し
た
此
の
刊
設
の
出
現
は
、
一
正
に
来
る
べ
く
し
て
来
っ
た
も
の

と
は
い
へ
、
研
究
史
上
の
一
時
期
を
謝
し
た
も
の
で
、
刊
誤
の
功
絞
の
稀
へ
ら
る
べ
き
大
半
は
北
ハ
の
射
に
存
す
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
念
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